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の
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平成16年度　勝山市情報公開実施状況 

「
勝
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
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委
員
の
募
集 

男女がともに思いやり 
　ともに責任を担い合う 
　　　まちづくりをめざして… 
　市では、男女共同参画社会を実現するため、

勝山市男女共同参画基本計画にもとづき、啓

発・推進活動などをしていただく勝山市男女

共同参画推進会議の委員を募集します。 

募集人員　4名 

応募資格　①性別は問いません 

②20歳以上のかた 

　　　　　③地方公共団体の議員または公務

員でないかた 

　　　　　④推進会議の活動に参加できるか

た（活動はおもに祝休日に行い

ます） 

任　　期　2年 

応募方法　専用の応募用紙でお申し込みくだ

さい。（用紙は市役所市民生活課

にあります） 

応募締切　5月17日（火）必着 

選考結果　応募多数の場合、選考を行います。

結果については、応募されたかた

全員にお知らせします 

そ の 他　委員報酬はありません 

申・問 市民生活課（�内線255） 

問 健康長寿課（�内線513） 

問 環境対策課（�内線261） グリーンヒル上野（�88-3216） 

期間中のごみ収集をつぎのとおりの日程で行います。 
ご協力をお願いします。 

◎燃やせないごみ 

　月　　　日 
4月29日（金） 
4月30日（土） 
5月 1日（日） 
5月 2日（月） 
5月 3日（火） 
5月 4日（水） 
5月 5日（木） 

燃やせるごみの収集 
通常通り収集します 
通常通り収集します 
収集しません 
通常通り収集します 
 
収集しません 

通常どおり収集します（ごみカレンダーのとおり） 

◎粗大ごみシールの購入について 

◎資源ごみ 

通常どおり収集します（ごみカレンダーのとおり） 
【グリーンヒル上野への持込み受付期間】 
　平　　日　午前9時～午後4時 
　　　　　　（ただし、午前12時～午後1時までは 
　　　　　  　休憩時間とさせていただきます） 
　土・祝日　午前9時～12時 
　日 曜 日　休みのため受付できません 

「指定保養施設利用割引」・「路線バス利用割引」の対象年齢が変わります 
◎指定保養施設利用割引について 
　4月1日から、指定保養施設（水芭蕉、平泉寺荘、あま
ごの宿、スキージャムささゆり温泉、杉山鉱泉、そうごス
イミングクラブ、六呂師ピクニックガーデン）利用割引の
対象者を61歳以上のかた（昭和20年 3月 31日以前の
生まれ）に変更いたします。 

◎路線バス利用割引について 
　4月1日から、路線バス利用割引の対象者を61歳以上の
かた（昭和20年3月31日以前の生まれ）に変更いたします。
61歳以上のかたは温泉センター「水芭蕉」の利用証明書
や身体障害者手帳等を提示すれば、市内どこまで乗っても
200円（障害者は100円）の料金でご利用できます。 

◎
燃
や
せ
る
ご
み 

　粗大ごみシールは、市環境対策課、各公民館（勝山公
民館除く）、勝山サンプラザ（１階インフォメーション）で、
ご購入ください。 

勝
山
市
情
報
公
開
条
例
に
も
と
づ
い
て
、

平
成
１６
年
度
中
に
公
文
書
の
開
示
請
求
が
あ

っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

総
数
9
件
の
う
ち
開
示
は
9
件
で
、
非
開

示
と
な
っ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
請
求
を

受
け
た
文
書
は
、
介
護
用
品
支
給
事
業
、
観

光
出
向
宣
伝
事
業
に
か
か
る
文
書
な
ど
で
し

た
。情

報
公
開
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
総
務

部
総
務
課
行
政
グ
ル
ー
プ
（
�
内
線
2
2
1
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

情報公開実施状況

部局数

受理件数

総数

9

決定件数

開示 一部開示 非開示 対象外

9

不服申立

0

取り下げ

00 0 0

請求者内訳
個人 4
会社 0

市長部局関係 選挙管理委員会

9 0
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障
害
者
の
自
立
支
援
を
目
標
に

第
二
次
勝
山
市
障
害
者

福
祉
計
画
案
提
出

障
害
者
の
自
立
支
援
を
目
標
に

第
二
次
勝
山
市
障
害
者

福
祉
計
画
案
提
出

家
庭
や
子
育
て
　

見
つ
め
な
お
す
き
っ
か
け
に

家
庭
や
子
育
て
　

見
つ
め
な
お
す
き
っ
か
け
に

美
し
い
調
べ
を
春
風
に
の
せ
て

ア
ス
ペ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
0
5

美
し
い
調
べ
を
春
風
に
の
せ
て

ア
ス
ペ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
0
5

勝
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
鷲
田
政
憲
会
長
）
か

ら
、
3
月
２９
日
、
子
育
て
に
関
す
る
本
の
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
本
は
、
米
国
の
家
庭
教
育
学

者
、
ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・
ノ
ル
ト
著
の
「
子
ど
も
が

育
つ
魔
法
の
言
葉
」
2
5
0
冊
。
家
庭
内
暴
力
や
児

童
虐
待
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、
家
庭
や

子
育
て
を
見
つ
め
な
お
す
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
ご
寄
付
を
決
め
た
そ
う
で
す
。

市
役
所
を
訪
れ
た
鷲
田
会
長
ら
3
人
は
、
山
岸
市

長
に
対
し
、
市
に
出
生
届
け
の
提
出
に
来
ら
れ
た
か

た
に
お
渡
し
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
。
山
岸
市
長
も

「
こ
れ
か
ら
子
育
て
を
す
る
親
の
励
み
に
な
り
ま
す
」

と
、
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

市
で
は
、
勝
山
市
在
住
の
か
た
が
出
生
届
け
を
提

出
さ
れ
た
際
に
こ
の
本
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

第
二
次
勝
山
市
障
害
者
福
祉
計
画
検
討
会
議
（
議

長：

県
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
坂
本
澄
代
次

長
）
の
メ
ン
バ
ー
4
人
が
、
3
月
２２
日
、
市
役
所
を

訪
れ
、
同
計
画
案
を
山
岸
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
障
害
者
と
健
常
者
が
と
も
に
暮
ら

せ
る
社
会
を
め
ざ
す
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

と
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
め
ざ
す
「
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
を
支
え
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
、

豊
か
な
生
活
の
た
め
の
自
立
支
援
な
ど
5
項
目
の
基

本
目
標
を
掲
げ
、
具
体
的
に
は
、
障
害
者
雇
用
の
向

上
を
目
的
に
し
た
経
営
者
と
の
意
見
交
換
会
の
実

施
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
な
ど
災
害
時
の
連
絡
避
難

体
制
の
整
備
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施
策
の
展
開

を
求
め
て
い
ま
す
。
同
計
画
の
目
標
期
間
は
2
0
0

9
年
度
ま
で
の
5
か
年
で
す
。

米
国
ア
ス
ペ
ン
市
の
一
流
音
楽
家
に
よ
る
「
か
つ

や
ま
ア
ス
ペ
ン
音
楽
祭
2
0
0
5
」（
か
つ
や
ま
音

楽
交
流
協
会
主
催
）
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
奏
者
の
リ
タ
・
ス
ロ
ー
ン
さ
ん
、
フ
ル

ー
ト
奏
者
の
ネ
デ
ィ
ン
・
エ
イ
シ
ン
さ
ん
、
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ペ
リ
ー
さ
ん
は
、
い
ず
れ

も
一
流
の
演
奏
家
と
し
て
世
界
を
舞
台
に
ご
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
3
人
は
、
3
月
２３
日
・
２４
日
の
両
日
、

市
内
の
小
中
高
校
生
ら
を
対
象
に
公
開
指
導
を
行
う

な
ど
、
音
楽
を
通
し
て
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

２５
日
に
は
、
市
民
会
館
で
メ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
市
民
は
3
人
が
奏
で
る

美
し
い
調
べ
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

山岸市長へ本を寄贈する鷲田会長

ネディン・エイシンさん（左）とデビッド・ペリーさ
んが奏でる美しい調べ

山岸市長に計画書を手渡す坂本議長
（公室にて）




